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「
一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る
」
の
内
容
を
、
文
章
の
流
れ
に
沿
っ
て
「
序
論
」「
本
論
」「
結
論
」

に
分
け
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

外
国
の
水　
　

イ　

食
べ
物　
　
　

ウ　

惑
星　
　

エ　

解
決

オ　

素
材　
　
　
　

カ　

人
口
増
加　
　

キ　

発
展
途
上
国　
　

　

次
の
あ
ら
ま
し
を
読
ん
で
、
作
品
の
要
旨
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

　

地
球
に
は
、
一
四
億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
が
あ
る
が
、
私
た
ち
は
今
、
深
刻
な
水

不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
人
間
が
使
用
で
き
る
淡
水
は
、
地
球
全
体
の
水
の
〇
・
〇
一
パ

ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
う
え
に
、
汚
染
が
進
み
、
使
え
る
水
の
量
は
減
り
続
け
て
い
る
。
水

不
足
の
原
因
は
、
人
間
が
使
う
「
見
え
る
水
」
と
、
食
べ
物
や
工
業
製
品
を
作
る
「
見
え

な
い
水
」
の
使
用
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
水
問
題
は
、
行
き
過
ぎ
た
人
間
の

行
動
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
節
水
」「
雨
水
利
用
」「
再
利
用
」
に
努

め
、
身
近
な
水
を
大
切
に
使
う
生
活
、
将
来
の
水
を
育
む
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ア　

地
球
は
、
人
間
が
使
用
で
き
る
淡
水
を
一
四
億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
蓄
え
て
い
る
。

イ　

将
来
の
た
め
に
人
間
は
、
身
近
な
水
を
大
切
に
す
る
努
力
を
す
る
べ
き
だ
。

ウ　

水
不
足
の
原
因
は
、
人
間
が
、
食
べ
物
を
生
産
し
過
ぎ
た
か
ら
だ
。

【
作
品
解
説
】

　

地
球
の
水
不
足
に
つ
い
て
、
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
筆
者
が
水
不
足
の
原
因
、

日
本
の
食
生
活
の
問
題
点
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
す
。
水
問
題

は
現
代
の
課
題
で
あ
り
、
長
期
的
に
捉
え
る
課
題
だ
と
筆
者
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

【
著
者
紹
介
】

橋は
し

本も
と

淳じ
ゅ
ん

司じ 

…
一
九
六
七
年
〜
。
群
馬
県
生
ま
れ
の
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
著
書
に
は
、「
水
が
な
く

な
る
日
」「
日
本
の
地
下
水
が
危
な
い
」「
明
日
の
水
は
大
丈
夫
？
」
な
ど
が
あ
る
。　

イ

確
認

文
章
の
流
れ
を
つ
か
も
う

確
認

要
旨
を
つ
か
も
う

「
水
の

ウ
①

」
地
球
に
住
む
私
た
ち
は
、
深
刻
な
水
不
足
に
直
面
し
て
い
る

身
近
な
水
を
大
切
に
使
う
生
活
、
一
〇
年
後
、
一
〇
〇
年
後
の
水
を
育
む
生
活
が
、
水
問

題
の

エ
⑤

に
つ
な
が
っ
て
い
く

な
ぜ
、
水
が
不
足
し
て
し
ま
う
の
か

使
え
る
水
は
限
ら
れ
て
い
る
う
え
、
汚
染
が
進
み
、
使
え
る
水
の
量
は
減
り
続
け
て
い
る

「
見
え
る
水
」
だ
け
で
な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
使
用
量
も
増
加
し
て
い
る

私
た
ち
は
、
水
の
循
環
に
負
担
を
か
け
な
い
水
の
使
い
方
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ

・「
見
え
る
水
」
…
生
命
維
持
に
必
要
な
水
分
＋
衛
生
を
保
つ
た
め
の
水

　
　
　
　
　
　
　

 

カ
②

と
産
業
の
発
達
に
よ
っ
て
使
用
量
は
増
加

・「
見
え
な
い
水
」（
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

  

…

イ
③

や
工
業
製
品
を
作
る
と
き
に
使
わ
れ
る
水

人
間
が
利
用
で
き
る
淡
水
は
、
地
球
全
体
の
水
の
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い

「
節
水
」「
雨
水
利
用
」「
再
利
用
」

日
本
は
世
界
有
数
の
水
輸
入
国
で
あ
り
、
世
界
最
大
の
農
作
物
純
輸
入
国
で
も
あ
る

日
本
の
食
生
活
は
、

ア
④

に
頼
っ
て
い
る

＜結論＞ <本論 > < 序論 >

5

学
習
学
習

学習の
ねらい
学習の
ねらい

４　

論
理
的
に
考
え
る

①
文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
て
、
内
容
を
捉
え
る
。

②
文
章
の
構
成
に
着
目
し
、
要
旨
を
捉
え
る
。

18

一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る

P.
88
〜
P.
96

教
科
書

に
沿
っ

て
は

不
足セ

ンの
原

の映
さ水

を
間
が人

間
人て

、今
後

長
期
的

著
者
紹
介
】

に
直

減
り

い
る

セ
ン

Sa
mp
le論

」「
結

論

あ
と
か
ら
選
び
、
記

と
か
ら
選
び

不な
い

行
動
が

行め
、
身
近

アア

地
球
は
、

地
球

イイ

将
来
の
た
め

来

ウウ

水
不
足
の
原
因

水
不
足

【
作
品
解
説
】

解
説
】

地
球
の
水
不
足
に
つ

地
球
の
水
不
足

本
の
食
生
活

本
の
食
生

代
の

pleい
る

m
か
な
いい
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次
の
―
―
線
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
で
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

□
⑴　

空
気
の
循
じ
ゅ
ん
か
ん

環 

□
⑵　

一
い
っ
き
ん

斤
の
食
パ
ン 

□
⑶　

鶏
に
わ
と
りの鳴

き
声

□
⑷　

豚ぶたを
飼
育
す
る 
□
⑸　

米
の
栽
さ
い
ば
い

培 

□
⑹　

膨
ぼ
う
だ
い

大
な
量

□
⑺　

巨
き
ょ
だ
い

大
な
建
物 

□
⑻　

花
が
枯か
れ
る 

□
⑼　

コ
ッ
プ
一
い
っ
ぱ
い

杯
の
水

□
⑽　

家
具
の
廃はい
き棄 

□
⑾　

肥
え
た
土
ど
じ
ょ
う

壌 

□
⑿　

十
年
後
を
見み
す据

え
る

□
⒀　

惑
わ
く
せ
い

星
を
探
す 

□
⒁　

自
宅
に
戻もどる 
□
⒂　

海
水
と
淡
た
ん
す
い

水

□
⒃　

食
料
を
タ
蓄ク

ワ
え
る 

□
⒄　

湖
面
が
コ凍オ
る

□
⒅　

大
気
が
オ汚
染セン

さ
れ
る 

□
⒆　

生
活
を
イ維
持ジ

す
る　

    

□
⒇　

消
費
税
を
フ含ク
め
る 

□
21　

コ
穀
物

ク
モ
ツ
の
生
産
量

□
22　

ペ
ッ
ト
の
エ餌サ 

□
23　

上
昇
の
イ一
途ット

を
た
ど
る

□
24　

両
者
を
ヒ比
較カク

す
る  

□
25　

現
場
の
ジ

状
況

ョ
ウ
キ
ョ
ウ

□
26　

友
人
に
タ頼ヨ
る 

□
27　

フ負
担タン

が
重
い

□
28　

時
間
を
ム無
駄ダ

に
す
る 

□
29　

水
分
が
シ
浸
透

ン
ト
ウ
す
る　

□
30　

社
会
に
コ
貢
献

ウ
ケ
ン
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
言
葉
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
言
葉
を
使
っ
た
例
文
を
書
き
な
さ
い
。

①
循
環

意
味

例
ひ
と
回
り
し
て
元
の
所
に
戻
る
の
を
繰
り
返
す
こ
と
。

例
文

体
内
を
血
液
が
循
環
す
る
。

②
な
お
か
つ

意
味

そ
の
う
え
さ
ら
に
。

例
文

例
あ
の
店
の
料
理
は
お
い
し
く
て
、
な
お
か
つ
安
い
。

③
供
給

意
味

例
生
産
者
が
商
品
を
市
場
に
出
す
こ
と
。

例
文

大
雨
で
、
野
菜
の
供
給
量
が
減
少
す
る
。

④
廃
棄

意
味

例
不
要
な
も
の
と
し
て
捨
て
る
こ
と
。

例
文

壊
れ
た
自
転
車
を
廃
棄
す
る
。

問
題 　

次
の
各
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
「
重
要
な
語
句
」
の
中
か
ら
選
び
、
書
き
な

さ
い
。
た
だ
し
、
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
言
葉
を
変
化
さ
せ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

□
⑴　

電
力
の
需
要
が

を
上
回
る
。 

⎣―――⎡ 

⎦―――⎤

　

供
給

□
⑵　

一
度

さ
れ
た
物
を
再
利
用
す
る
。 

⎣―――⎡ 

⎦―――⎤

　

廃
棄

□
⑶　

市
内
を
バ
ス
が

す
る
。 

⎣―――⎡ 

⎦―――⎤

　

循
環

□
⑷　

彼
は
成
績
が
よ
く
、

ス
ポ
ー
ツ
も
万
能
だ
。 

⎣―――⎡ 

⎦―――⎤

　

な
お
か
つ

　

⑴
「
供
給
」
の
対
義
語
は
「
需
要
」
で
す
。

⑶

鶏と
り

□
⑼

十
水
と

③
廃
棄

各
文だ

し
が

れ
た

す

対
義
語

Sa
mp
le

な
量
な
量

ッ
プ
一一
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い

杯杯
の
水
の
水

をを
見見み
す
み
す据据

え
る
え
る

す
い

水

pp
問
題
問
題

次
さ
い
。

□
⑴
□
⑴

電
力
の

電

□
⑵
□
⑵

一
度
一
度Sa

□
⑶⑶

市
内
を
バ
ス
が

市
内
を
バ
ス

彼
は
成

彼
は



mp
l



mp
le



mp
l



ple
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次
の
―
―
線
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
で
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

□
⑴　

血
液
の
循
じ
ゅ
ん
か
ん

環 

□
⑵　

一
い
っ
き
ん

斤
の
パ
ン 

□
⑶　

鶏
に
わ
と
りを飼

う　

 
 　□⑷　

豚
ぶ
た
に
く

肉
を
焼
く 

□
⑸　

盆
ぼ
ん
さ
い

栽
の
手
入
れ
を
す
る

□
⑹　

細
菌
を
培
ば
い
よ
う

養
す
る 

□
⑺　

コ
穀
物

ク
モ
ツ
を
収
穫
す
る

□
⑻　

空
気
が
ボ
膨
張

ウ
チ
ョ
ウ
す
る 

□
⑼　

キ
急
激

ュ
ウ
ゲ
キ
な
変
化

□
⑽　

暑
さ
で
植
物
が
カ枯
れ
る 

□
⑾　

優
勝
の
シ
祝
杯

ュ
ク
ハ
イ
を
あ
げ
る

□
⑿　

制
度
を
ハ廃
止イシ

す
る

次
の
ア
〜
カ
の
各
文
の
う
ち
、
―
―
線
の
語
句
の
使
い
方
が
正
し
い
も
の
を
全
て
選
び
な

さ
い
。 

ア　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
す
る
。

イ　

箱
の
中
に
は
、
商
品
が
有
数
入
っ
て
い
る
。

ウ　

気
温
は
、
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

エ　

台
風
に
よ
る
作
物
へ
の
実
感
は
大
き
か
っ
た
。

オ　

最
大
の
危
機
を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
た
。

カ　

高
速
道
路
を
ト
ラ
ッ
ク
が
ろ
過
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

2
点
×
12

／

24
点

 

完
答

　

／

8
点

⎣―――⎡ 

⎦―――⎤

　

ア　

・　

ウ　

・　

オ

次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら
選
び
、
答
え
な
さ
い
。

2
点
×
9

／

18
点

□
⑴ 　

地
球
は
「

ウ
①

」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
球
に
住
む
私
た
ち
は
、
深
刻
な
水
不

足
に
直
面
し
て
い
る
。
人
間
が
使
用
で
き
る
淡
水
は
、
地
球
全
体
の
水
の

オ
②

パ
ー

セ
ン
ト
と
限
ら
れ
て
い
る
う
え
、

ア
③

が
進
み
、
使
え
る
水
の
量
は
減
り
続
け
て
い

る
。
人
間
の
生
命
維
持
に
必
要
な
水
分
と
、
衛
生
を
保
つ
た
め
の
「

ク
④

」
だ
け
で

な
く
、
食
べ
物
や
工
業
製
品
を
つ
く
る
た
め
の
「

イ
⑤

」
の
使
用
量
も
増
加
し
て
い

る
。
私
た
ち
は
、「
節
水
」「
雨
水
利
用
」「
再
利
用
」
に
努
め
、
水
の

エ
⑥

に
負
担
を

か
け
な
い
水
の
使
い
方
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

　
　

ア　

汚
染　
　

イ　

見
え
な
い
水　
　

ウ　

水
の
惑
星　
　

エ　

循
環　
　

オ　

〇
・
〇
一

　
　

カ　

輸
入　
　

キ　

二
・
五　
　
　

  

ク　

見
え
る
水

□
⑵ 　
「
一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る
」
は
、
地
球
の
水
不
足
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

序
論
・
本
論
・
結
論
に
分
か
れ
、

キ
①

で
は
、
水
不
足
が
起
こ
っ
た
原
因
と
、
日
本

の

エ
②

の
問
題
点
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
水
問
題
は
、
行
き
過

ぎ
た
人
間
の
行
動
が
反
映
さ
れ
た

カ
③

の
課
題
で
あ
り
、
長
期
的
に
捉
え
る
課
題
だ

と
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

ア　

自
然　
　

イ　

技
術　
　

ウ　

結
論　
　

エ　

食
生
活　
　

オ　

序
論

　
　

カ　

現
代　
　

キ　

本
論

P.
88
〜
P.
96

教
科
書

100点

得 点

ま
と
め
テ
ス
ト

と
め
テ
ス
ト

テ
ス

ま
と
め
テ
ス
ト

一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る

□
⑹

空
気

で
植

廃イ

の
う

れ
た数

入

途
を
た

作
物
へ
の

オ

の
危
機
を

カ

高
速
道

2
点

点

球
に
住

は
、使

えた
めの

使水
の

オ

る
。本

Sa
mp
le

S
□
⑻

□
⑽
□
⑽

暑

□
⑿
□
⑿

制
度
を

次
の
ア

次
の
ア
〜
カ
の
各

さ
い
。

アア

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

栄
養
の
バ
ラ

イイ

箱
の
中
に

箱
の
中

気

深
刻
な
水

刻

の
水
の
水
の

オオ
②②

パ
ー

の
量
は
減
り
続
け
て
い

は
減
り
続
け
て
い

クク
④

」
だ
け
で

」
だ
け
で

も
増
加
し
て
い

加
し
て
い

に
負
担
を

負
担

一



mp
l


